
看護学部の教育課程モデル

看 護 学 部 入 学

看 護 学 科

卒業単位

128単位以上

全学共通科目

30単位以上

専門基礎科目

27単位以上

専門科目

71単位以上

目 標 と す る 資 格

看　護　師
　　　　　　　　保　健　師（選択・選抜制）

　

部
学
護
看

　

多様化する社会のニー
ズに応えるための幅広
い教養知識を修得する

社会のさまざまな分野
における知識を学ぶと
ともに、総合的・学際
的な分野と専門分野が
相互に補完しあうこと
によって幅広い教養と
豊かな感受性を身に付
ける。

生命の尊厳や人権を守
り、多様な価値観や意
思を認め尊重できる

生命の尊厳や人権尊重
の理念について、理解
を深めることにより、
自らの価値観や人間観
を育み、人々の人生や
生活に対する価値観や
意思が、多様で個別的
であることを理解し、
様々な価値を受容し尊
重できる豊かな人間性
を育成する。

基礎的な看護実践力を
育成する

看護学と医学の基礎的
知識を学修し、論理的
な思考と科学的な根拠
に基づいた看護実践を
展開できる能力をもと
に、総合的なヒューマ
ンケアに基づく看護実
践能力を育成する。

保健医療福祉チームの
一員として多職種と連
携・協働できる

保健・医療・福祉チー
ムの一員として、病院
施設の機能やチーム医
療における看護及び多
職種の役割を理解し、
多職種と連携・協働し
て、看護の役割を果た
すことができる能力を
育成する。

科学的思考と問題解決
能力、主体的学習能力
で自己成長ができる

看護の質の向上や多様
なニーズに応えるため
には、看護に関する課
題の解決に向けた科学
的思考と問題解決能力
が必要になることから、
継続的に看護学を探求
しつづける基盤を維持
し、看護の知識を学び、
適切な看護実践を選択
し行動するための科学
的知識と問題解決能力
を育成する。
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看護学部　看護学科（卒業要件単位数128単位以上）

全 学 共 通 科 目 30 単 位 以 上

外国語科目　　　　　　　　 　
外国語科目を除く全学共通科目　　

（ 4単位以上）
（ 26 単位以上）

専　　門　　基　　礎　　科　　目 27 単 位 以 上

専 門 科 目 71　単 位 以 上

印は選択科目

＊開講時期を確認すること。

看護学部　看護学科の教育モデル

解剖学Ⅰ
解剖学Ⅱ
生理学Ⅰ
生理学Ⅱ
生化学
栄養学
臨床薬理学
病理学
病原微生物学
感染予防学

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

看護疾病論
疾病治療学Ⅰ（呼吸・循環・腎臓・泌尿器）
疾病治療学Ⅱ（消化器・内分泌・血液・免疫）
疾病治療学Ⅲ（脳神経・運動器） ＊
疾病治療学Ⅳ（小児・母性・生殖器）＊
疾病治療学Ⅴ（精神）
救急救命学
リハビリテーション概論
社会福祉原論
保健医療福祉行政論

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

医療と法
保健統計学
疫学
公衆衛生学
産業保健学
学校保健

1
2
2
1
1
1

看護学概論
看護教育
看護管理学
基礎看護学方法論Ⅰ（援助的人間関係論）
基礎看護学方法論Ⅱ（ヘルスアセスメント）
基礎看護学方法論Ⅲ（看護過程）
基礎看護学方法論Ⅳ（基本看護技術）
基礎看護学方法論Ⅴ（生活援助技術）
基礎看護学方法論Ⅵ（診療に伴う援助技術）
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
成人看護学概論
成人急性期看護学
成人慢性期看護学
成人急性期看護学方法論
成人慢性期看護学方法論
成人急性期看護学実習
成人慢性期看護学実習
老年看護学概論
老年生活援助論

2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
3
3
2
1

老年看護学方法論
老年生活援助実習
老年看護学実習
小児看護学概論
小児発達援助論
小児看護学方法論
小児発達援助実習
小児看護学実習
母性看護学概論
周産期看護論
母性看護学方法論
母性看護学実習
精神看護学概論
精神健康生活援助論
精神看護学方法論
精神看護学実習
在宅看護学概論
在宅生活援助論
在宅看護学方法論
在宅看護学実習

1
2
2
2
1
1
1
1
2
1
1
2
2
1
1
2
2
1
1
2

2
2
2
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護管理システム論
地区診断・地区活動論
公衆衛生看護学演習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
家族看護学
ターミナルケア論
医療安全論
看護・医療英語
災害看護論
ボランティア論
チーム医療論
国際看護学
健康教育論
看護研究方法論
卒業研究
統合看護学実習
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看護学部　全学共通科目［看護学科］

区 分 授 業 科 目
単位数

備　　考
必修選択単位

前期後期
４年次

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○

○

○
○

授業
形態

演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習

講義
演習
演習
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

講義
講義
講義
講義
講義

講義
講義
実習
実習

演習
演習
講義
講義
講義
講義
講義

◎
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎
◎

◎

1
1
1
1
1
1
1
1

2
1
1
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2
1
1

1
1
1
1
2
2
1

　 　
前期後期
３年次

　 　
前期後期
２年次

30

30

30

30

30
30

30
30

30

30
30

30

30
30
30

30

30

30

30

30
30

30

30
30

30

30

30

30

30

30

30

30

30
30
30

前期後期
１年次

30

30

30

30

30

30
30

30
30

30

30
30

30

30
30
30

30

30

30

30

30

30

30
30

30

30
30

30
30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30
30
15

英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ
ドイツ語
中国語
スペイン語
韓国語

情報処理概論
情報処理基礎演習Ⅰ
情報処理基礎演習Ⅱ
プレゼンテーション論

倫理学Ⅰ
倫理学Ⅱ
生命倫理学
哲学
文学Ⅰ
文学Ⅱ
歴史学
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ

社会学Ⅰ
社会学Ⅱ
家族と社会
政治学
法学
経済学
日本国憲法

数学入門
統計学入門
化学Ⅰ
化学Ⅱ
生物学

健康科学Ⅰ（生活と健康管理）
健康科学Ⅱ（自己の健康管理）
スポーツ文化実習Ⅰ
スポーツ文化実習Ⅱ

看護ゼミナールⅠ
看護ゼミナールⅡ
人間関係論
臨床心理学
播磨学
対人コミュニケーション論
チームワーク概論

全

　
　
　

学

　
　
　

共

　
　
　

通

　
　
　

科

　
　
　

目

人　

文　

科　

学
科
会
社

学
教

　
　
　

養

　
　
　

科

　
　
　

目

学
科
然
自

理
処
報
情

語
国
外

目
科
養
教
合
総

学
科
康
健
・

目
科
択
選

位
単
2
目
科
修
必

上
以
位
単
2
目
科
択
選

位
単
4
目
科
修
必

目
科
択
選

目
科
修
必

位
単
2

目
科
修
必

位
単
3

位
単
5
目
科
修
必

目
科
修
必

16

目
科
択
選
・
位
単

14

上
以
位
単

　

計
合

30

と
こ
る
す
得
修
を
上
以
位
単

目
科
修
必

14

目
科
択
選
・
位
単

12

上
以
位
単

　

計
合

26

と
こ
る
す
得
修
を
上
以
位
単

科
学
護
看

配当年次・時間数

※　保健師養成課程の履修については選択制とする。詳細については、p.120～121の「保健師養成課程について」を参
照すること。

※　保健師養成課程の履修者は、p.120の「保健師養成課程について」の『⑷保健師国家試験受験資格に必要な科目』に
記載した科目ならびに「公衆衛生学」を履修すること。

※　保健師養成課程を履修し、養護教諭二種免許状取得希望者は、p.121の［本学で開講している養護教諭二種免許状取
得に必要な科目］を履修すること。
　　詳細については、p.120～121の『⑸保健師免許取得後、申請により得られる免許』を参照すること。
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